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区
議
会
第
一
回
定
例
会
で
、
２
０
１
９
度
の
国
民
健
康

保
険
料
率
の
改
定
議
案
が
提
案
さ
れ
、
私
く
す
や
ま
美
紀

は
、
値
上
げ
の
中
止
を
求
め
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。

保
険
料
の
う
ち
、
所
得
に
関
わ
ら
ず
世
帯
人
数
に
応
じ

て
課
せ
ら
れ
る
均
等
割
額
は
１
２
０
０
円
値
上
げ
さ
れ
、

６
万
７
８
０
０
円
と

な
り
ま
す
（
上
表
）
。

均
等
割
額
の
値
上

げ
は
、
単
年
度
で
見

れ
ば
１
２
０
０
円
で

す
が
、
２
０
０
２
年

度
以
降
、
17
年
連
続

の
引
き
上
げ
で
す
。

さ
ら
に
、
均
等
割

額
は
、
多
人
数
や
低

所
得
世
帯
ほ
ど
値
上

げ
幅
が
大
き
く
、
負

担
増
が
深
刻
に
な
り

ま
す
。
質
疑
で
は
、

区
も
そ
の
問
題
点
を

認
め
ま
し
た
。

保
険
料
の
負
担
緩
和
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
に
つ
い
て
、
区
は
、
国
や
都
の
方

針
に
従
い
、
段
階
的
縮
小
・
廃
止
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
〝
国
の
公
式
見
解
と
し
て
、
繰
入
は
各

自
治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
〟
こ
と
を
指
摘
。
区

も
「
法
的
な
縛
り
は
な
い
」
と
答
え
、
繰
入
の
継
続
は
可

能
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
が
、
段
階
的
縮
小
・
廃
止

を
進
め
る
と
い
う
姿
勢
に
固
執
し
た
こ
と
は
問
題
で
す
。

質
疑
の
な
か
で
、
来
年
度
保
険
料
を
値
上
げ
せ
ず
据
え

置
い
た
場
合
の
経
費
は
、
約
４
憶
４
千
万
円
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度
、
区
は
歳
入
全
体
で
92
億
円
程
度
の
増

収
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
増
額

分
の
内
、
４
・
８
％
を
回
す
だ
け

で
、
値
上
げ
を
抑
え
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

私
は
、
歳
入
増
額
分
を
活
用
し
、

保
険
料
値
上
げ
の
抑
制
を
提
案
。

国
保
制
度
は
社
会
保
障
制
度
で

あ
り
、
こ
れ
以
上
の
保
険
料
の
引

き
上
げ
を
中
止
し
、
引
き
下
げ
の

努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
民
・
公
明
等
の
他

会
派
は
値
上
げ
を
容
認
。
値
上
げ

議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
こ

と
は
重
大
な
問
題
で
す
。

区
議
選
で
の
大
き
な
争
点
と
し
、

保
険
料
引
き
下
げ
に
向
け
て
全
力

を
尽
く
す
決
意
で
す
。

均
等
割
額
17
年
連
続
値
上
げ

多
人
数
・
低
所
得
世
帯
が
負
担
増
に

法
定
外
繰
入
は
継
続
で
き
る

追
及
に
杉
並
区
も
認
め
る

他
会
派
は
値
上
げ
を
容
認

党
区
議
団
は
値
上
げ
中
止
を
迫
る


